
2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

放射線技術科学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:放射線技術科学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

   臨床実習前能力試験を行った 
   学内実習ではルーブリックを採用 
 

②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   小テスト、中間試験、ノート提出、イーラーニング、ラーニングボックス、
課題提出などを使用して行った 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 
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   シラバスに適切な評価方法が記載されている 
   ３，４年生には国試模擬試験を行えたが、１，２年生には行えなかった 
 

④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   GPA は個人指導に用いた 
   学内実習では確認試験を行った 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ガイダンスや個人面談で指導したができない学生がいた 
 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   1 年生の学科専門科目から過去問を解かせ国家試験の意識付けを行
った 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   学生の意識調査を行った 
 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   FD の授業評価を参考に改善を行った 
 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   コロナ禍で病院訪問ができなかった 
 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程

2



の改善を図ります。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

IR と連携を行っている 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

医療ᰤ㣴学科・⟶⌮ᰤ㣴学専攻 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:医療ᰤ㣴学科長、⟶⌮ᰤ㣴学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

学修ポートフォリオの活用については、やや㐜れているが、䛭の他は
䜋䜌達成している≧ἣ 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

小テストについては各授業ではな䛟２から３ᅇẖに行われている場合
もあるが、䛭の他については達成している。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 
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アウトカムの確認を行いつつある。 
 

④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

３年ḟᚋ期ガイダンス時にア䝏ーブメントテストを導入し、合格すること
が学እ実習の履修要௳としている。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

PDCA 活動を促しているものの活動している学生がᑡないのが⌧≧
である。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

入学者数あたりの合格⋡は 77.3%であった。前年度よりア䝏ーブメント
テストを履修要௳に入れ、改善を図っている。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

評価尺度（ルーブリックなど）を用いた評価は、୍部科目について行
われている。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

各教員の各授業について授業評価を行い、改善を促している。 
 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

４䡚５᭶の卒業生によるㅮ₇時に評価をいた䛰いている。 
 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
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の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

国家試験不合格者の分析など IR 分析により改善を図っている。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

医療ᰤ㣴学科・⮫ᗋ検ᰝ学専攻 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:医療ᰤ㣴学科長・⮫ᗋ検ᰝ学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

臨ᆅ実習、学内実習における客観的臨床機能試験ཬび PP による実
習時まとめのⓎ表は達成している。 
臨ᆅ実習、学内実習におけるレポートస成は䜋䜌達成している。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ᗙ学における繰り返し学習、᚟習のための小テストを実᪋して䜋䜌達
成している。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   
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上記達成状況の具体的内容 

ᗙ学における᚟習の䝏䜵ック機ᵓの඘実、確認をᙉ໬する。 
 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

GPA2.0 以ୗ、ᛴ⃭に GPA ୗ㝆した学生の面談を実᪋しており䜋䜌
達成している。 

 
 

⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

アン䜿ート調査、面談を実᪋してල体的に⪺き取りを教員が判断してお

り、䜋䜌達成している。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

国家試験対⟇ᢸᙜ教員が各ゼ䝭に出向き、進行ල合を䝏䜵ックしてお
り䜋䜌達成している。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

アン䜿ートを実᪋して内ᐜに準じた教育方針を会㆟で㆟ㄽすることを
実㊶しており䜋䜌達成している。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

自己評価を参↷して㆟ㄽして学生にフ䜱ー䝗バックする実㊶をしており
䜋䜌達成している。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 
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卒業生に臨床᳨査技ᖌの職業体験授業をしてもらい、学生がどのよう

なタイプの就職があるかを考えさせるㅮ⩏を実㊶しており䜋䜌達成して

いる。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

全体として実᪋している内ᐜはከい。しかし、成果が出ているとゝえない

とこ䜝もある。௒ᚋは、成果が出たかどうかをより⣽か䛟各学年の動向をぢな

がら᳨ウしてい䛟。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

リࣅࣁリࢸーシࣙン学科・⌮学療ἲ学専攻㸭⌮学療ἲ学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:リࣅࣁリࢸンシࣙン学科長・⌮学療ἲ学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

臨床実習科目ではルーブリック、OSCE を導入、ཌປ┬᪂指定つ๎
に準拠して、成績評価を実᪋した。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

「形成的評価」「総括的評価」ඹに実᪋。国家試験への対応もᙉ໬し
た。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 
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ィ 5 ᅇの臨床実習を⠇目に、専門科目のㅮ⩏、実習、試験を㓄置

し、臨床の中での位置づけ、国家試験との関連を科目ẖに解ㄝした。

さらに学年ᮎの基♏ 3 科目模試を実᪋、到達度を確認、成績不Ⰻ者

への学習指導を行った。 

 

④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

GPA を進級、卒業、国家試験合格の目安とし、学生、ಖㆤ者面談の
資ᩱに活用した。また、臨床実習᪋タ間にも㞴᫆度のᕪがあるため、
学生㓄置の参考資ᩱとして活用した。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

≉に臨床実習科目において、「行動記㘓」「学習記㘓」「行動ィ⏬」を
ẖ᪥の記㘓としてPDCA活動を行わせている。実習ᨭ᥼システムを使
用し、教員が適ᐅ、指導、ຓゝを与えている 

 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   過去 5 年間の国家試験合格⋡は、91䡚100䠂で、ᖖに全国平均を上
ᅇっている。入学時の೫ᕪ値と比較し、国家試験合格⋡の㡰位はᮾ
ᾏᆅ༊内で⣙ 9 ᰯと㏫㌿、成果を上䛢ている。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   実技試験をకう科目ではルーブリックを用いた成績評価を導入してい
る。臨床実習科目では、加えて OSCE によるルーブリック評価を実習
㛤ጞ前に実᪋している。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   学生の最終目標は卒業、国家資格取得なので、国家試験解⟅内ᐜを
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分析し、各教員はこの結果をཷけ、授業内ᐜの改善を図っている。同
時に授業評価による学生からのフ䜱ー䝗バックも参考にしている。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学科㛤タ 20 年を㉸え、本学科の臨床実習指導者のከ䛟が、本学卒
業生となってきた。臨床実習ẖの面談、メールや㟁ヰによるコ䝭䝳ニ䜿
ーションはᐦに取れている。また 2021 年度より実習ᨭ᥼システムを฼
用し、ẖ᪥、実習の進ᤖの確認、指導を行っている。さらに学科会㆟
で学生の学習≧ἣや問題Ⅼをඹ有し、改善にᙺ立てている。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

≉にఇ㏥学者、␃年者の≉ᛶを分析し、指導の参考に฼用している。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

リࣅࣁリࢸーシࣙン学科・సᴗ療ἲ学専攻 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:リࣅࣁリࢸンシࣙン学科長・సᴗ療ἲ学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

実習科目評価にはプレゼンテーション、実技などを導入して評価用
⣬を使用して行っています。また、臨床実習前には OSCE を行い、実
習前の準ഛをしています。実習ᚋにはセ䝭ナー形ᘧで評価用⣬を用
いて学生䛤とにプレゼンテーションを行い、教員がⅬ数で評価して成
績をつけています。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

単位認定の評価には小テストを採用し、定期テストには問題の３割を
国家試験の過去問を採用しています。䛭のⅬ数を総括的に評価とし
て単位を認定しています。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
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終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学年䛤とにẖ年ᢸ௵、๪ᢸ௵による面談の機会をタけており、GPAの
得Ⅼ、履修≧ἣについて学生の┦談や指導を行い、⌧ᅾの学生の
進級要௳の達成度などを⌮解させている。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   教育㉁᳨ウጤ員会にて GPA の成績を確認し、GPA がపいⅬ数の学
生にはᢸ௵を㏻して面談を行い指導しています。また、４年生におい
ては GPA の得Ⅼを就職活動に฼用して、就職の┦談を行っていま
す。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学生の主体的に学習する態度を生かして、学生自らのຮᙉ会やゼ䝭
活動を促しています。また、各学年にはリーダー、๪リーダーを決め
てᵝ々な学ᰯ行஦を取り組むように指導しています。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   １期生は学生のレベルの確認が༑分できなかったため㐜れがあった。
しかし、２期生からは４年生の進級割合も改善し、１期生の国家試験の
成績を振り返りながら指導の体ไをస成している。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   ルーブリックの活用は各ᢸ௵が学生䛤と行っており、全学的な学習調
査も教育㉁᳨ウጤ員会にて฼用して、他学科・他専攻との比較᳨ウ
を行っている。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生
の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   
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上記達成状況の具体的内容 

   教員は䠢䠠◊修会に参加し、継続的に教育課程の改善にດめてい
る。また、᪥本స業⒪法ኈ༠会が行っている教育に関するጤ員会に
はᖖ時参加し、参考にしている。୕重┴ୗの㣴成ᰯである䝴マニテク
大学ᰯとは஺ὶを図り、୕重┴のస業⒪法ኈの教育改善にດめてい
る。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

௒年度ึめて卒業生が出たので、教員の臨床実習の訪問や学ᰯが
行う調査など฼用して教育課程の改善にດめている。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として
集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学内のᵝ々なデータを活用して、教育㉁᳨ウጤ員会およびᢸ௵の学
生面談において教育課程の改善にດめている。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

医療⚟♴学科・医療⚟♴学専攻 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:医療⚟♴学科長・医療⚟♴学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

   ┦談᥼ຓ技⾡の習得、学እ実習に向けたロールプレー䛭の他の専門
技⾡の習得のために各種の指導・᥼ຓをし、୍方で₇習・実習に対し
ても適切な評価方法を用いて評価ができている。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   各学生が୍定の学力レベルに達するまでᵝ々な手立てをㅮじて学力
のఙ㛗が実⌧できるまでᨭ᥼をしてきた結果、社会⚟♴ኈ国家試験
の合格⋡も全国平均を大き䛟上ᅇる䠔䠌䠂を達成することができた。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
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□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   ẖ年４᭶の段階でのᢸ௵教員と学生による個ู面談において、GPA
の確認をし、前年成績の振り返りと௒年度への取り組み目標のタ定、
䠕᭶度にも面談において、前期成績の振り返りとᚋ期への対応の意思
確認をしている。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   上㏙した㏻り、JPA の確認は⤯え䛪できている。また、３・４年生には学
内እの模擬試験を基にした学習達成度の判定をᣢち㎸みながら指導
᥼ຓを行っている。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   ３・４年生には学内እの模擬試験ᚋの指導にあっては、PDCA 䝃イク
ルをᅇすことがྍ能となっている。１・２生についても同ᵝの対応がで
きる䜉䛟進めてい䛟。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   入学者が定員を㉸えることがここ数年ぢられない⌧≧にあって、各教
員によるᑡ人数教育ができており、⣽かなⅬまで目がᒆ䛟ため᪩めの
┦談ができ、ఇ㏥学者がᑡな䛟ᡤ定年㝈内での卒業・国家資格取得
がྍ能となっている。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   各教員間で䜀らつきはあるものの、ከ䛟の教員がẖ時間終了時にリア
クション䝨ー䝟ーの提出をしてもらい、ḟᅇのㅮ⩏や₇習に生かす取
り組みをᒎ㛤している。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 
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   上㏙の㏻り、ẖ時間䛤とに学生の評価をཷけ、ㅮ⩏や₇習に対する要
望や意ぢを⫈取できている。また、ㅮ⩏ᚋのオフ䜱ースア䝽ーにも積
ᴟ的に取り組んでいる。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   社会⚟♴ኈとして病院に໅ົ、社༠やඣ❺┦談ᡤに໅ົする OB な
どに積ᴟ的にヰしていた䛰䛟機会をタけており、⌧場でのไ度の㐠用
やᅔ㞴஦౛の⤂௓などついても⤂௓してもらっている。≉にダイバー
シテ䜱への取り組みについて、各種の⚟♴⌧場の≧ἣሗ࿌は大変有
意⩏なものとなっている。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   科学的な根拠の 1 つである GPA での評価や年 6 ᅇから 8 ᅇ実᪋され
る国家試験模擬試験の結果を活用しての教育のᗏ上䛢、各学生の能
力ఙ㛗への不断の取り組みの継続が௒ᚋ効果を表すものと期待してい
る。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

医療⚟♴学科・⮫ᗋᚰ⌮学専攻 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:医療⚟♴学科長、⮫ᗋᚰ⌮学専攻長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

  また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自ら
が学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活
用します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

ルーブリックは科目によって導入しており、ㅮ⩏科目では知識・思考
を確認するためレポート、小テスト、Ⓨ表を組み合わせています。また
技能や態度についても、デ䜱スカッションやⓎ表に༶して総合的な評
価を行っています。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

小テストやリフレクションシートを㏻して、期待される水準に到達できて
いるかを確認し、最終試験で総括的に評価を行っています。また、学
習意ḧのஈしい学生にはㅮ⩏ᢸᙜ教員や学年ᢸᙜ教員あるいはゼ
䝭ᢸᙜ教員が個ูに指導を行っています。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
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終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   1 年生で䝏ーム་⒪、基♏ᚰ⌮学を修め、2 年生では臨床ᚰ⌮学の
基♏を学修させます。䛭して 3䡡4年生では実㊶的なᚰ⌮学を学修する
カリ䜻䝳ラムとしています。1・2年生で人のᚰの௙組みについて୍⯡的
な法๎に関する知識や᳨ウするጼໃを㌟につけます。䛭の上で、実
㊶的なᚰ⌮学については、2 年生のᚰ⌮実習 I で実習᪋タ指導者か
らのㅮ⩏をཷけ、ᚰ⌮専門職としての態度を㌟につけます。3 年生の
ᚰ⌮実習 II ではコ䝭䝳ニ䜿ーションス䜻ルを㧗める体験がྵまれま
す。4 年生のᚰ⌮実習 III では、実㝿に⌧場に出て、㧗い೔⌮意識や
臨床的態度をᖖにᚰがけて実習に㉱きます。このように、知識や実㊶
能力に関わる自分の立ち位置を把握することができるようにカリ䜻䝳ラ
ムをタ定しています。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

臨床ᚰ⌮学専攻の場合は、修ኈ課程に進学して国家資格であるබ
認ᚰ⌮ᖌのཷ験資格が得られます。学修レベルに到達しているかと
いう指標として、大学院進学᥎⸀基準として GPA を活用しています
し、進学指導の୍ຓとしています。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

小テストの結果のフ䜱ー䝗バックや、レポート・卒業ㄽᩥの指導、ᚰ⌮
実習の஦前・஦ᚋ指導を㏻して、学生に学修行動を振り返るよう促し
ています。≉に卒業ㄽᩥでは、◊✲ィ⏬を立て（P）、実㝿に調査・分
析・ᇳ➹を行います（D）。この◊✲を㏻してㄽ⌮的な思考や◊✲スタ
イルにどのような問題がᏑᅾしていたのかを本人自㌟のᢈ判的思考
や指導教員の指᦬を㏻して得て（C）、௒ᚋの進路・人生の⣊とする
（A）という、大きなᚠ⎔を意識した指導をしています。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

臨床ᚰ⌮学専攻では修ኈ課程修了ᚋに国家試験・資格試験をཷ験
することになりますので、国家試験対⟇に成績を活用することはありま
せんが、大学院進学希望者には３年ḟのゼ䝭指導において GPA を考
៖に入れた個ู指導を行っています。 
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②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

卒業時に実᪋する学修行動調査、大学生活における学生意識調査
の結果を参考にしています。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学生の授業評価を取り入れḟ年度に改善するよう、各教員がཝし䛟取
り組んでいます。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   臨床ᚰ⌮学専攻卒業生は୍⯡௻業にも就職しておりますが、䛭の就
職先機関との連携は不㊊していることは否めません。しかしながら、බ
ົ員や教員、་⒪機関の職員となった卒業生・修了生から就職᝟ሗ
などを得られる䝛ット䝽ークはᣑがってきており、同時に就職先との関
ಀᵓ⠏がなされつつあります。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として
集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

IR ᥎進ጤ員会で♧された᝟ሗを教員間でඹ有し、教員各自がᢸᙜ
ㅮ⩏において཯ᫎさせています。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

㙀⅍࢚࢖ࢧンス学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:㙀⅍࢚࢖ࢧンス学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

▱㆑ࡸᛮ⪃ຊの評価᪉ἲࡣヨ㦂、技⬟ࡸែ度につࢮࣞࣉࡣ࡚࠸ン 
る࠸⏝評価ᑻ度を࡞をほᐹし、㐺ษ࡝࡞⩦ーシࣙン・ᐇ技・ᐇࢸ
評価᪉ἲを活⏝し࡚ࡲ࠸す。評価ᑻ度につࡣ࡚࠸、事前にㄝ᫂し、
 。すࡲ࠸ಶูに㠃ㄯし࡚࡚࠸の学⩦᪉ἲにつࡑ

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ᙧ成ⓗ評価につࡣ࡚࠸、ᅜᐙヨ㦂᭱ࡧࡼ࠾⤊ⓗ⥲ᣓ評価（ྜྰの
ุᐃ）の 2つを㔜点ⓗにᙉ໬し࡚ࡲ࠸す。ᅜᐙヨ㦂ࡣ、学⏕の⩦
⇍度にྜࡏࢃたᐇຊࢸスト・ᶍᨃࢸストをᗏୖࡆを┠ⓗとし࡚提
౪し࡚ࡲ࠸す。⥲ྜ評価ࡣ、ᚲせ࡞Ỉ‽に達成࡛ࡁるࡾ⧞、࡛ࡲ
㏉しᐇ᪋し࡚ࡲ࠸す。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
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て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ᐇ技・ᐇ⩦科┠࡛ࡣ、達成度にᛂࡌたẁ㝵ⓗ࡞教育と評価を⾜ࡗ
たࡌಶの⩦⇍度にᛂ、ࡣる学⏕に࠶のࢀす。達成状況に㐜ࡲ࠸࡚
評価をᐇ᪋し࡚ࡲ࠸す。ㅮ⩏科┠ࡣㅮ⩏୰のẁ㝵ⓗ評価࡚ࡗ⾜ࡣ
目標達成への学生の立ち位置を把握して࡚ࡗࡼ㠃ㄯに、ࡀࢇࡏࡲ࠸
います。全科目において、ᐃᮇヨ㦂ᚋ、成⦼୙Ⰻ者にᑐし࡚෌度、
ẁ㝵ⓗ࠿つ཯᚟した学⩦と評価（トࢥトン教育）を⾜ࡽࡀ࡞࠸、
目標達成に向けて関わりをᣢつ指導をᚭᗏしています。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
   達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)ڦ

上記達成状況の具体的内容 

ಶู୕ࡧࡼ࠾者㠃ㄯ᫬のᣦᑟに࡚࠸࠾、㐍⣭・༞ᴗ・ᅜᐙヨ㦂ྜ
᱁の┠Ᏻとし࡚活⏝し࡚ࡲ࠸す。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

成⦼୙Ⰻの⛬度に࡚ࡗࡼಶู㠃ㄯをቑࡸし、学⏕の᪥ᖖのྲྀࡾ⤌
み状ែをᢕᥱしࡽࡀ࡞、自己改善に結びつける活動を促しています。
㢪࠾ሗ࿌し࡚、改善に結びつけるための༠ຊをࡶ࡬た教育ᨭ᥼者ࡲ
 。すࡲ࠸し࡚࠸

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

2022 年度国家試験  入学者数のストレート合格⋡は、ࡾࡣᖌ
70.6㸣、࠺ࡹࡁᖌストࣞートྜ᱁⋡ 76.5㸣࡛ࡗ࠶た。ࡇのᮇࡣධ
学者 34ྡ୰、㏥学者 4ྡ、␃年者（ఇ学者をྵࡴ）ࡗ࠶4ྡ࡛た。
2021年度のストࣞートྜ᱁⋡ 61.9䠂に比䜉て向上した。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

教育ຠᯝを㧗ࡵるたࡵに、学科評価と඲学ⓗㄪᰝをྵ࡚ࡵ、評価
ᣦᑟし࡚ࡲ࠸す。 
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③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生
の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学⏕のᤵᴗ評価にᇶ࡙ࡁ、担当教ဨの教育改ၿを⥅⥆し࡚ࡲ࠸す。 
 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ᐈほⓗ評価ࡀ࠸࡞ࡣ、ཱྀ⟅にࡼる୺ほⓗ評価ࡸពぢを⫈ྲྀし࡚、
教育課⛬のྥୖに⏕࠿し࡚ࡲ࠸す。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ڦほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

IR ࡛の分ᯒ⤖ᯝにᇶ࡙ࡁ、ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ࡸ教育課⛬の改ၿにྲྀࡾ
 。すࡲ࠸࡛ࢇ⤌
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鈴鹿医療科学大学 

1 

2022 年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

救急救命学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:鍼灸サイエンス学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022 年度自己点検評価 

 活動計画内容 

㻝．学生単位の学修評価の方

針㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。㻌 㻌
㻌 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を
確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック㻌
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（㻻㻿㻯㻱㻌注２）で技能や態度の評価が行われます。㻌

㻌 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌■ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 試験やレポートを行っている㻌
㻌

②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。㻌

㻌 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌■ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 㻌 小テストを授業終了時に᪋行㻌
㻌

③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。㻌
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌■ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

小テストや振り返りを記載している㻌
㻌
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鈴鹿医療科学大学 

2 

④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて 㻳㻼㻭㻌注３による評価を活
用します。㻌
㻳㻼㻭 は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。㻟 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌□ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

３年までの学年進行↓しのため評価不ྍ㻌
㻌

⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（㻼㻰㻯㻭 活動㻌注４）を
促します。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌■ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

ポータル䝃イトへの入力等、䠬䠠䠟䠝活動を促している。㻌

㻞．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や㻳㻼㻭 の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。㻌

㻌 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌□ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 㻌 国家試験ཷ験学年に達していないため評価不ྍ㻌
㻌
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌■ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 実習・₇習においては、振り返りの記載をしている㻌
㻌
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生
の立場に立った授業や教育課程の改善（㻲㻰㻌注５活動）を不断に継続し
ていきます。㻌
■達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌□ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 㻌 授業評価を行い、授業の改善にດめている㻌
㻌
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌□ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

㻌 㻌 㻌 卒業生がいないため評価不ྍ㻌
㻌
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として
集積して分析することにより（㻵㻾㻌注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。㻌
□達成㻔㻝㻜㻜㻑㻕㻌□ほぼ達成㻔実行中・㻤㻜㻑㻕㻌□遅れ有㻔㻡㻜㻑㻕㻌□大幅な遅れ有㻔㻟㻜㻑未満㻕㻌 㻌 㻌

上記達成状況の具体的内容㻌

 初年度のためデータがないため評価不可㻌
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

⮫ᗋᕤ学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:⮫ᗋᕤ学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

知識と思考力の評価は、定期試験とレポートで行っており、技能や態
度の評価は、「生体機能௦行⿦置学実習」で、ཱྀ㢌試問および実技
試験の評価にルーブリックを用いている。学生自らが行う学修ポート
フォリオの活用はできていない。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

ㅮ⩏中に小テストを実᪋し、ㅮ⩏中の重要なポイントと定期試験までに
到達しなけれ䜀ならない水準を把握できるようにしている。 
また、4年ḟには、国家試験の模擬試験をẖ᭶１ᅇ以上行い、試験䛤と
の採Ⅼ結果を学生に㓄ᕸしてⱞ手分㔝の把握、国家試験合格までの
到達度を把握できるようにしている。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
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て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

シラバスにㅮ⩏の各ᅇにおける到達目標が記載されており、授業終了
時、または、科目終了時に「何ができるようになったか」が確認できるよ
うになっている。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

2 年ḟᚋ期の学修指導、4 年ḟに国家試験対⟇でのクラス分けに GPA
を活用している。また、各学年の前期とᚋ期に定期面談を実᪋してお
り、単位の修得≧ἣと GPA をేせた修学指導を行っている。 
3 年前期学内実習中での確認試験の導入はできていない。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

前期とᚋ期に実᪋している面談時に、各学年ᢸ௵が成績（GPA）をもと
に修学指導を行い、これまでの学修行動の振り返りを促している。 
振り返りから得られた知ぢから、௒ᚋの学修ィ⏬を立ててもらい、必要
に応じて、基♏力向上のために㛤ㅮされている㑅ᢥ科目の履修を່め
ることで、学修行動の改善を行っている。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

「入学者数あたりの合格者数」は学科内でඹ有され、この数Ꮠをもと
に、ḟ年度の学習指導方法の改善を行っている。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル

ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学修行動調査や意識調査の結果は学科内でඹ有され、技能や態度の
教育効果の評価に活用されている。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
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■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

学生の授業評価を各教員が確認し、授業評価の結果をもとにシラバス
に改善᱌を記載するなど、教育方法の改善を継続して行っている。 

④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

 8 ᭶に実᪋された「卒業生に対するアン䜿ート調査」および「本学卒業
生に関するアン䜿ート」の結果を学科教員でඹ有し、教育課程の改善
に活用している。 

⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として
集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

IR ᥎進ᐊから提౪されるデータに加え、学科内でデータ集積を行
い、このデータを活用した教育方法の改善はᖖに行っている。各学年
の GPA を分析することで、学年䛤と、さらには学生䛤とに合わせた国
家試験対⟇を行っている。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

医療೺ᗣࢹー࢚࢖ࢧࢱンス学科㸭医⏝᝟ሗᕤ学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:医⏝᝟ሗᕤ学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

   成績評価方法は授業科目䛤とに、授業ᢸᙜ者が、効果的な評価方 
法をᕤኵし、期ᮎ試験䛰けでない評価方法を使用している。 
᪥ᖖの学修への取組≧ἣを把握するために、ከ数の授業得科目で
学修ポートフォリオとして learningBOX を使用し、授業䛤との学習内ᐜ
について小テスト（⌮解度確認テスト）を実᪋し、成績評価に使用し
た。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

「形成的評価」と「総括的評価」を組み合わせるために、ከ数の授業科
目で、learningBOX を使用し、繰返し、小テストがཷ験できるようにタ定
し、学生には合格Ⅼに達成するまで、繰返し、学習し、小テストにᅇ⟅
するように指導している。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
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着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

  シラバスに最終的な目標を᫂記し、授業䛤とに⋓得できる能力を᫂記
し、学生が自分の立ち位置を把握できるようにᕤኵしている。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

GPA のపい学生に対しては、クラスᢸ௵が個ูに面談を実᪋してい
る。また卒業◊✲のための◊✲ᐊ㓄ᒓでは GPA を加࿡して、◊✲ᐊ
を決定している。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   ẖ年、前期とᚋ期のガイダンスにおいて、「ᑗ来タィと生活時間PDCA
シート」を提出させ、自己改善を促す௙組みをᵓ⠏し、実᪋している。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   卒業時における資格試験の取得者数は、「IT 䝟スポート(国家試験)」１
５人、「基本᝟ሗ」2人、「་⒪⛎᭩技能᳨定試験 3級」17 人、「་⒪⛎
᭩技能᳨定試験２級」7 人、「་⒪᝟ሗ基♏知識試験」6 人、「་⒪᝟
ሗ技ᖌ」1 人、合ィ 48 人。入学者数３２ྡᙜたりの取得者数は、1.5 資
格䠋人であり、比較する学科がないので不᫂である。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   技能や態度への教育効果をィ するために、全学的な学修行動調査
や意識調査に༠力している。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生

の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   
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上記達成状況の具体的内容 

FDㅮ₇会に出ᖍする䛰けでな䛟、FDㅮ₇会のㅮᖌをᢸᙜさせていた

䛰いている。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

学生の就職先へのアン䜿ート結果により、コ䝭䝳ニ䜿ーション能力の向

上を要望している就職先がከいので、グループ䝽ークをྵん䛰PBL授

業をቑ加させている。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   䠥䠮᥎進ᐊのメンバーとなり、䠥䠮活動に༠力している。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

⸆学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:⸆学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

   ᘬき続き、試験やレポートなどでの総合的な評価が実᪋されており、
各実習では、プレゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評
価尺度（ルーブリックなど）を用いる評価方法が用いられている。また、
実ົ実習に対して஦前実習での学習内ᐜや評価などを確認できる学
修ポートフォリオをస成し、実習᪋タ先にᣢ参させている。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   大学として᥎奨・実᪋している≉ู教育を薬学部も導入し、定期試験
に向かって授業を⌮解できるような学習プログラムを実᪋している。定
期試験終了ᚋも、各教科ᢸᙜが単位ᮍ修得者に対して教育を実᪋す
ることで授業内ᐜの⌮解を῝め、単位修得໬を目指している。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい

33



て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   各教科のシラバスにも♧されているとおり、学生の目⥺での知識、技
能、態度の修得を目標においており、䛭のための授業プログラムが組
まれている。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 
GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   䠣䠬䠝について、学生、ಖㆤ者に⌮解していた䛰いており、面談などで 
䠣䠬䠝を用いて学修≧ἣの確認などが行われている。また、大学として
も取り組みの中で䠥䠮ᐊ᥎進ᐊの༠力のୗで䠣䠬䠝などを฼用した学習
成果ண᝿も立てられて、国家試験や䠟䠞䠰への学生学修のᨭ᥼が行
われている。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

国家試験・䠟䠞䠰に関する学内試験や模試の結果などについて、学生
が自己の振り返りを行った上で、ᢸ௵との面談を行っている。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   国家試験の結果について、全学の国家試験対⟇ጤ員会にてሗ࿌して
いる。䛭の㝿にはストレート合格⋡を重視し、䛭の数値の向上のため
に、対⟇の཯┬Ⅼ、䛭のᚋの改善のための対⟇をሗ࿌している。 

 
②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   技能や態度の教育効果については、ルーブリック評価を積ᴟ的に用
い、また、これらの評価についての効果向上のために、教員は◊修会
やㅮ習会に積ᴟ的に参加して、評価の標準໬を目指している。また、
学生からの授業評価などについても評価手法の改善のための基♏᝟
ሗとして積ᴟ的に活用している。 

 
③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生
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の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   全学䠢䠠ጤ員会などの◊修会にはከ䛟の教員が参加している。また、
薬学部の䠢䠠ጤ員会も積ᴟ的にコアカリ䜻䝳ラムなど教育に関する◊
修会を定期的に㛤ദしており、ከ䛟の教員が参加して◊㛑を積んでい
る。 

 
④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、

教育課程の改善に生かします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   ẖ年、卒業生へ教育評価アン䜿ートを実᪋し、䛭の要᪨を学科内の 
教員でඹ有し、௒᪥課程の改善に活かしている。 

 
⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として

集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

䠥䠮᥎進ᐊから、学生の学修に有用な各種データを提౪していた䛰い
て  おり、また、薬学部から䠥䠮᥎進ᐊの活動のᨭ᥼のために教員が
༠力（データ提౪、解析ᨭ᥼）している。 
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2022年度 

学科・専攻の「アセスメント・ポリシー」自己点検・評価 

 

┳ㆤ学科 

３つのポリシーを前提とした「アセスメント・ポリシー」の達成状況を学科・専攻ごとに自己点
検・評価する。 

責任者:教務・教育改革担当副学長 
分担者:┳ㆤ学科長 

村田尚久（大学事務局長）、松永ひとみ（教務課長） 
事務局:教務課 

2022年度自己点検評価 

 活動計画内容 

1．学生単位の学修評価の方

針 

 

 

 

 

①学位授与方針や授業形態に最も適した評価方法を採用します。  
 知識や思考力の評価方法としては、従来から行われている知識・思考を

確認する試験やレポートなどがあります。技能や態度については、プレ
ゼンテーション、実技、実習などを観察し、適切な評価尺度（ルーブリック 
注１など）を用いる評価方法を活用します。薬学部では、客観的臨床能
力試験（OSCE 注２）で技能や態度の評価が行われます。 

 また、個々の学生の学修への取り組み方を評価するために、学生自らが
学修過程ならびに各種の学修成果を記入する学修ポートフォリオを活用
します。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)    

上記達成状況の具体的内容 

   試験やレポートに加え、グループ䝽ークでの学びをプレゼンテーション
およびデ䜱スカッションを㏻して自㌟の思考をㄽ⌮的にまとめる力を評
価している。技能や態度については、学内₇習・臨ᆅ実習での達成
≧ἣを観察し評価するとともに、⤫合実習ᚋの┳ㆤの⤫合䊠（技⾡の
⤫合₇習）では、適切な評価尺度（ルーブリック 注１など）を用いる評
価方法を活用している。 

 
②学修評価には、学生の学力向上の手段として活用する「形成的評価」
と、合否（単位認定）を決定する「総括的評価」があり、両者を適切に組
み合わせます。 

 「形成的評価」には、各授業で行われる小テストや国家試験・資格試験の
ための模擬試験などがあります。「総括的評価」は学期（セメスター）修了
時に行われる定期試験です。定期試験における最終的総括評価（合否
の判定）に至るまでに、学生が期待される水準に到達するよう、形成的評
価を必要に応じて繰り返します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

䜋䜌全科目で小テストや課題レポートによる形成評価を行っている。

learningBox の活用もቑ加し、ẖᅇの授業䛤とに小テストを実᪋してい

る科目もある。 

   国家試験のための模擬テストは各学年の学修進度に合わせ実᪋して
いる。≉に最終学年の 4 年ḟは」数ᅇ実᪋している。 

 
③各段階において学生が「何ができるようになったか」（アウトカム）を確
認し、最終的な目標達成のどの位置まで到達したか把握できるようにし
ます。 
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全学生が「核となる知識について社会が求める水準」まで段階を踏んで
着実に到達できるよう、授業、科目、学年終了時などの各段階におい
て、学生が「何ができるようになったか」を適切な評価方法で確認し、最
終的な目標達成に至る自分の立ち位置（マイルストーン）を把握できるよ
うにします。 
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

各科目で実᪋している小テストや஦ᚋ課題による形成評価の結果
は、適時学生にフ䜱ー䝗バックし、科目の目標に到達するためのᨭ᥼
に活用されている。learningBox の活用もቑ加し、ẖᅇの授業䛤とに小
テストを実᪋している科目もあり、䛭の㒔度、知識修得の到達度を学
生自㌟が把握できるようにし、科目の目標に到達するためのᨭ᥼に
活用している。定期試験ᚋの解ㄝ、෌試験ᚋの≉ู教育において
は、学生のഴ向を把握しながら修得度に応じた指導を繰り返し行って
いる。 

 
④各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA 注３による評価を活
用します。 

GPA は学生が履修した全科目の成績の平均を数値で表したものです
が、進級、卒業（学位授与）、国家試験・資格試験合格の目安になり、奨
学金等の審査、あるいは進路変更などの修学指導に用いられる場合が
あります。3 年前期学内実習において学内教員による確認試験を導入
する。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

┳ㆤ学科では、前期・ᚋ期セメスターのスタート時に定期的にᢸᙜ教
員が面談を行っている。≉に年度ᮎの GPA が 2.0 ᮍ‶の学生には、
生活リ䝈ムや学習方法の振り返りと௒ᚋの学習ィ⏬指導を行ってい
る。加えて᪩期からの対応が必要な GPA2.0 ᮍ‶の成績不振の場
合、1 年ḟからಖㆤ者との 3 者面談を行い、≧ἣの認識をඹ有すると
ともに、国家試験に向けた学習ィ⏬と家᪘の༠力を得られるようㄝ᫂
を行っている。4 年ḟからはゼ䝭ᢸᙜ教員が卒業◊✲指導とともに国
試対⟇の模擬試験の結果もྵめ成績不振の学生に対して定期的に
学習指導を行っている。 

 
⑤学生に主体的に学習に取り組む態度を育むために、学生が自らの学
修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動 注４）を
促します。 
■達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

前期スタート時に SUMS-PO の学生カルテの学修目標に前年度の振
り返りと᪂たな 1 年間の学修目標とල体的な行動ィ⏬を記載するよう
に指導している。ᢸᙜ教員は前・ᚋ期セメスター㛤ጞ時に、ᢸᙜ学生
と䛭の内ᐜを踏まえながら面談し、PDCA 活動につながるᨭ᥼を行っ
ている。 

2．大学単位、専攻単位の学

修評価の方針 

 

 

 

 

 

 

 

①各専攻の教育課程が「核となる専門的知識について社会が求める水準」
に学生が到達することに有効であったかどうかについて、単位認定者の
割合や GPA の他に、国家試験・資格試験の成績を活用します。 

 本学では、国家試験・資格試験の成績の指標として、各専攻における「入
学者数（入学時資格取得希望者数）あたりの合格者数」を重視します。
全国の同種・同レベルの大学と比較して上位となるように、各専攻および
大学全体の教育課程編成や学修指導方法の改善に生かします。 
□達成(100%)■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)   

上記達成状況の具体的内容 

   模擬試験の成績ついては学生ጤ員会を中ᚰに分析し、ᢸᙜ教員と連
携しながら学習ᨭ᥼にᙺ立てている。2022 年度卒業生の┳ㆤᖌ国家
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試験合格⋡ 98.9䠂（85 ྡ中 84 ྡ合格）᫖年不合格の᪤卒者 1 ྡも
合格であった。ಖ೺ᖌ国家試験合格⋡は 100䠂（18 ྡ）であった。対
入学者あたりの┳ㆤᖌ国家試験合格⋡は 90䠂であった。 

②技能や態度への教育効果については、各専攻・各科目の評価尺度（ル
ーブリックなど）を用いた評価結果の他に、全学的な学修行動調査や意
識調査により評価します。
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

全学的な学修行動調査や意識調査により、ኪ間のアルバイトや䝀ー
ムや䠵ouTub 等によるኪᆺ生活が学生の出ᖍ⋡や成績にᙳ㡪してい
ることから、1 年ḟの᪩期から学生の面談でこれらについて把握し、
ᢸᙜ教員を中ᚰに対応していっている。

③各教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、学生
の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 注５活動）を不断に継続し
ていきます。
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

学生の授業評価と教員の自己評価はẖ年実᪋しており、学生の評価 
を授業に取り入れるともに、教員の自己◊㛑のための FD の定期㛤
ദを実᪋している。┳ㆤ学科 FD では 2022 年度は「┳ㆤ学実習教育
における学生の思考力をఙ䜀す指導」というテーマでእ部ㅮᖌによる
ㅮ₇会を実᪋し、実習᪋タの┳ㆤ職にも Zoom で参加の機会をタけ
た。 

④卒業生や学生の就職先機関による本学の教育に対する評価を活用し、
教育課程の改善に生かします。
□達成(100%) ■ほぼ達成(実行中・80%) □遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

ẖ年、実᪋されている卒業時の学生への教育評価アン䜿ート結果は、
学科内の教員でඹ有し、教育課程の改善に活かしている。 

⑤以上の学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として
集積して分析することにより（IR 注６）、科学的根拠に基づいた教育課程
の改善を図ります。
□達成(100%) □ほぼ達成(実行中・80%) ■遅れ有(50%) □大幅な遅れ有(30%未満)

上記達成状況の具体的内容

国家試験結果と 1 年ḟからの成績を I䠮と連携し分析しているが、
༑分な活用できていないので、活用方法について教ົጤ員会、教育
㉁ಖドጤ員会を中ᚰに᳨ウしてい䛟。 
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